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1 はじめに

現在, WEB ページ上では多くのマップサイトが存在

し, ユーザは観光の手がかりにしているが, その情報には

PR 目的のものが多い.その代わりにブログなどに目を通

して情報を得るというユーザも少なくない.しかしブログ

は無数にあり,必要な情報に行き着くまでに時間がかかる

という問題点がある.

本研究では,この問題を解決するために以下のようなシ

ステムを構築した.一括収集した観光ブログに対して形態

素解析ツールの ChaSen を使用し,ブログの分かち書き,

品詞情報の付加を行う. その解析結果をもとにブログが

示している地名およびブログ内に書かれている評価を抽

出する. 抽出した地名は CSV アドレスマッチングサー

ビスを用いて作成した地名テーブルと照合し, 緯度経度

に変換する. 評価表現の抽出は ChaSen が形容詞, 形容

動詞とみなしたものを抽出する. 抽出した単語を辞書と

照合することにより,スコアリングを行う. ユーザがキー

ワードを入力し,それについての記述があるブログを評価

スコア付きで Google Map 上に表示していく.

2 ブログ解析技術に関する諸研究

ブログ解析の技術を取り入れてシステムとして実装し

ている研究を表 1にまとめる.このようなシステムに用い

られている地名抽出, および評価表現抽出に関する要素技

術を以下より紹介していく.

2.1 評価表現抽出の先行研究
藤村ら [4] は候補語が肯定的な批判で出現する確率と

否定的な批判で出現する確率の差分をスコア化するこ

とによって評価語のスコアリングを行っている. 精度は

78.6% である. また, 鍛冶ら [5] は候補語が肯定極性の代

表語と否定極性の代表語のどちらとより多く共起してい

るかで極性判定, スコアリングを行っている. この手法は

84%という高い精度を出している.

2.2 地名抽出の先行研究
倉島ら [1] は地名と格助詞「へ/に」と連体化の助詞

「の」との共起回数をカウントすることにより, 抽出を行

なっている.安村ら [6]は同一地名で違う場所を示すとい

う,地名のかぶりを地理的抱合関係を考慮して解決してい

る.また,白石ら [7]は住所地名テーブルを作成し,ドキュ

メント中の地名とテーブルの地名を照合することで,抽出

を行なっている. さらにジオコーディングシステムを用

いて住所を経度,緯度に変換し,地図上に表示をしている.

3 地域情報獲得システムの構築

3.1 地域情報獲得システムの構築案
まず, ブログの解析は予め収集済みのブログを, 解析プ

ログラムに通し,データベースに格納していくというバッ

チ処理の形を取る. 出力先の地図は, Google Map を選

択した. Google Map は指定した場所をマーカーで分か

りやすくすること, 拡大縮小が手軽に出来ること, などの

便利な機能も数多く組み込まれており, API も公開され

ているため, システムに組み込みやすいと判断した. 全文

検索は表示するブログを selectする際の条件指定により,

実現させる.

ここでは,本研究の評価表現抽出における地域情報獲得

システムの構築を図 1 に従って説明する.

下記の項目 (1), (2) はバッチ処理であり, トランザク

ション処理は (3) から始まることとなっている.

(1) 下準備の始めとして, 観光ブログの記事を Wget を

用いて収集しておく. 収集した観光ブログのファイ

ルは全部同一ディレクトリに保存し, Perl のプログ

ラムから読み込みやすいようにしておく. 拡張子は

ファイルをダウンロードしてきた時のデフォルト設

定である html となっている.

(2) Perl のプログラムを実行して, データベースに観光

ブログの内容を格納していく. ただし, 同時に形態素

解析, 地名抽出, 評価表現抽出, 評価語のスコアリン

グ, 抽出された地名の緯度経度の照合, 全文検索を行

うためのインデックス作成もこのプログラム内で行

う. 格納していく内容は, ファイル名, マップに載せ

る地名, 評価語のスコア, マップに載せる地名の緯度

経度, 全文検索を行なうための全文インデックスで

ある.

(3) ここからが実際にユーザーが扱う動作で,ユーザーが

検索したい用語をキーワード検索画面に入力する.

(4) キーワード検索画面から受け取ったキーワードを,検

索用 PHP プログラムに送る.

(5) 送られてきたキーワードを元に, PHP 上から SQL

文にのせてデータベースにアクセスをして,キーワー

ドが記載されているデータを MySQL の全文検索機

能を用いて検索し,検索にヒットした情報をマップに

載せることが出来るようにする.

(6) データベースに登録してある情報を元に, 地名, 評価

語のスコア,ブログのリンク先 URL を記載したマッ

プを作成する.
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表 1 ブログ解析の技術を取り入れたシステム

タイトル データ対象 抽出データ 抽出方法

Blogからの街の話題抽出法の提案 [1] 一般ブログ 地名,対象 格助詞との組合せを抽出

地理的抱合関係を用いた自動ニュース

マップの実装 [2]
地域ニュース 地名 地理的包含関係

評価表現に基づく飲食店評判マルチ

ファセット検索システム [3]

飲食店サイト

レビュー
評価 (スコア) [4]の手法

Google Map

(1)

(2)

(3)

(4)

(6)

(5)
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図 1 地域情報獲得システムの構築図

3.2 地名テーブル作成と緯度経度の獲得
抽出した地名に緯度経度の位置情報を付加するために,

地名テーブルを作成しておく. 本研究では, 緯度経度を

CSV アドレスマッチングサービスを利用して取得する.

このサービスは,東京大学空間情報学研究センターが提供

している. CSV 形式で保存されている住所データを, 緯

度経度を付加したデータに変換を行なっている.緯度経度

の変換に利用されているデータは国土交通省の提供する

「街区レベルで位置情報参照情報」である.しかし,「街区

レベルで位置情報参照情報」は街区単位の位置情報を整

備したもので, データ量が膨大である. これを整理して研

究するのは困難なため,その処理を効率的に行うサービス

が CSV アドレスマッチングサービスである. また, この

サービスで提供される緯度経度は世界測地系であるため,

Google Map の仕様にも適している.

本研究では CSV 形式の住所データを日本郵政のサイ

トから市町村レベルで取得し, CSV アドレスマッチング

サービス を通して地名に緯度経度を付加したテーブルを

作成する. 抽出した地名をこのテーブルに通すことで, 緯

度経度に変換していく.

4 地域情報獲得システムの実装

4.1 観光ブログデータの収集
本研究で使用するデータの対象は,「にほんブログ村-旅

行ブログ」から収集したものである. 収集するブログの記

事は,中部地方のブログ 100件と限定した. これは本研究

のシステムはプロトタイプ作成のためである. ブログの

記事をダウンロードするにあたり, クローラの Wget を

使用した. 「wget -r ブログの URL」 と入力することで

サイトにある記事を再帰的にダウンロードする.

4.2 地名抽出
地名抽出のプログラムは, 地名抽出プログラム枠

内にあるプログラムとなっている. chomp($_) に

よって行末の改行コードを削除する. 読み込ん

だファイルは空白によって単語が区切られている

ため, @blog = split(/\s+/, $_); によって空白

で分割して配列 @blog に一つずつ格納していく.

$blog[$i] =~ s/( ｜ )+//g; では全角, 半角の空白

を削除する.

具体的な地名抽出の方法としては,形態素解析で得た結

果を用いて行なっていく. 形態素解析の結果における地

名の品詞は「名詞-固有名詞-地域-一般」と分析されている

ので,基本的にはこの文字列が出てきた時に地名の抽出を

行っていく. ただし例外があり,例えば「岐阜県岐阜市」の

ように県名と地名が重なった場合,正確な地名の出現回数

が分からなくなってしまので, $hozon = $blog[ ]; を

用いて 1 回前に出現した単語と形態素解析が分析した品

詞を記憶し,地名の後に「県」という単語が出現した場合

は地名抽出を行わないことにした. 地名の出現回数に関

しては, 地名が抽出された時 $count++; によってカウ

ントしている.
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地名抽出プログラム¶ ³
while(<EXTR>){

chomp ($_);

@blog = split(/\s+/, $_);

for($i=0; $i<@blog; $i++) {

$blog[$i] =~ s/( | )+//g;}

for($i=1; $i = 2; $i++){

if(($hozon2 =~ /名詞-固有名詞-地域-一般

/) && ($blog[0] !~ /県/)){

$count++;

print OUT "$hozon1 ";

$hozon1 = $blog[0];

$hozon2 = $blog[3];

last;}

else{

$hozon1 = $blog[0];

$hozon2 = $blog[3];

last;}

}

}

close(EXTR);µ ´
4.3 評価語のスコアリング
評価語のスコアリングは東京大学の鍛冶ら [5]が構築し

た辞書を使用する.この辞書は鍛冶らの手法により,WEB

上に存在する大規模な評価文コーパスから構築した辞書

であり, 評価語と極性値のペアが約 10000 組登録されて

いるスコア辞書である. 一般表現が多く含まれているた

め, 汎用性が高く, 観光ブログの解析にも適していると言

える.

評価語のスコアリングのプログラムは, 評価語のス

コアリングプログラム枠内にあるプログラムとなっ

ている. while(<JISYO>) の内部でスコア辞書の改

行を削除し, 空白で分割して @data という配列に内

容を格納する. 評価語の内容は $ward に格納されて

いて, 評価語の内容とスコア辞書の内容が一致した時

に $score += $data[0]; でスコアの合計を計算して

いる. また,もし全てが評価語でなかった場合は「評価語

ではありません.」と出力される.

4.4 地域情報獲得システムの各プログラム
地域情報獲得システム構築の際に, 5 つのファイルを作

成した. 各ファイルの説明をし,図 2 で地域情報獲得シス

テムの実行例を示す.

● zen.pl

ブログの内容を読み込み形態素解析, 地名抽出, 評価表

現抽出, 抽出された評価語のスコアリング, 抽出された地

名の緯度経度の取得, データベースに各情報の格納を行

なっている.データベースに格納する内容としては, 地名,

評価語のスコア, 緯度経度, また全文検索インデックスと

してブログの分かち書きを格納している.

● kennsaku.php

自分が検索したいキーワードを入力するための画面.

キーワードを入力するとそのキーワードを BLOG.php

に飛ばすようになっている.

● sql-info.php

データベースの接続の設定を行なう. ホストの名前,

ユーザーネーム, パスワード,接続するデータベースを入

力してある.

● BLOG.php

kennsaku.php から受け取ったキーワードを元に,デー

タベースに格納してあるブログ記事の内容に全文検索

を行なうことと, XML データを作成し, map.html に

XML データを飛ばすことを行なう. XML データの内容

としては,データベースの属性内にある, ブログの識別番

号, 抽出した地名, 評価語のスコア, 緯度, 経度である. ま

た全文検索は検索用インデックスに対して, MySQL の

much-against 文を用いて selectした.

● map.html

BLOG.php から受け取った XML データを元にマッ

プを作成する. 実行例を図 2 に示す.

評価語のスコアリングプログラム¶ ³
while(<JISYO>){

chomp ($_);

@data = split(/\s+/, $_);

for($k=0; $k<@data; $k++){

$data[$k] =~ s/( | )+//g;}

if($ward eq $data[1]){

$score += $data[0];

print OUT "$ward $data[0] \n";}

elsif($data[1] eq "EOS"){

print OUT "評価語ではありません。\n";}

}

close(JISYO);

}µ ´

図 2 地域情報獲得システムの実行例
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5 地域情報獲得システムの考察評価

本研究では,話題と評価表現に基づく地図検索システム

を構築した. このシステムの性能評価を実施するために,

本システムと, 既存の 2 つのサイトを実際に利用した上

で, アンケートに解答してもらった. アンケートは学生研

究室の中の 15 人 を対象とする. アンケート内容は本研

究と「全国観光マップ」, 「日本ブログ村」の中部地方

のデータのみと比較してもらい,次のような項目について

10 段階評価を行なってもらった.

(1) 観光ブログで訪れている場所の評価 (評判)を分かり

やすく入手できた

(2) 観光ブログで訪れている場所の評価 (評判)を素早く

知ることができた

(3) 自分が検索したい項目 (キーワード)を簡単に調べる

ことができた

(4) システムに満足した (操作面,情報収集面,労力面,検

索時間などの総合評価)

(5) 本システムの不満な点,改善点の記入

アンケートの結果を表にまとめると表 2 のようになっ

た. 「観光マップ」,「ブログ村」におけるスコアの ()内

の数字は本研究とのスコアの差となっている.

表 2 地域情報獲得システムのアンケート結果

質問項目 本研究 観光マップ ブログ村

(1) 6.75 3.87(2.88) 5.12(1.63)

(2) 7.37 3.87(3.5) 5.87(1.5)

(3) 7.12 4.87(2.25) 7.25(-0.13)

(4) 8.12 4.87(3.25) 7.25(0.87)

アンケート項目の (5)より, 評判情報については, スコ

アが降順になっていて手軽に検索できるという高評価を

得ることが出来た. 半面, 評価の情報が適切かどうか, 評

判のスコアの小数点の設定, リンク先のタイトル情報,と

いった課題も見られた. しかし 3 章で挙げたような問題

点は解決することが出来た.

またシステム全体については,全体の満足度に関しては

高評価が得ることが出来た. しかし, キーワードを簡単に

検索できるという点では,それほど高い結果は得ることが

出来なかった. これは, 本研究はプロトタイプのシステム

なので,観光ブログの情報が少ないためにこのような結果

になった. 観光ブログの情報量を増やすことにより,劣っ

ていたアンケート結果は改善されるので,本研究で用いた

システムは一般的な観光ブログ検索サイトとしておおよ

そ利用できるのではないかと考えられる.

6 まとめ

本研究では, WEB上に存在する未整理のブログからの

観光情報の読み取りが難しいという問題点を,ブログの形

態素解析をし, 地名と評価を抽出し, GoogleMap 上に表

示することによって解決を試みた.

また,各項目 10段階評価のアンケートにより本研究と

マップサイトおよびブログサイトとの性能比較を行った.

評判情報の分かりやすさに関して 6.75,素早さは 7.37と

いう結果が得られた. キーワード検索のヒットに関して

は 7.12 となった. また, システム全体の満足度は 8.12 で

あった.他のサイトと比べて低かった項目はキーワードの

ヒットに関して,「ブログ村」の方が 0.13上回っていた.

評価表現のスコア化に関しては数値化されたことで見

やすくなった半面,基準の値が定まってないという問題が

あったため,ブログをスコアで昇順ソートすることによっ

て解決した.

地名の抽出精度の関しては 83% という高い数値が出

た. 観光ブログは市町村名を記述してるものが多いため,

市町村名に的を絞った抽出は観光ブログに関して実践的

であると言える.

また今後の課題としては, 建物などの地名ではない場

所を表す有力な情報を抽出し緯度経度に変換していくこ

と,係り受け関係に着目した評価表現の抽出などが挙げら

れる.
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